
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8800620067AA/20120321

( 科目コード：8800620067AA)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】総合工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・2 年次
【担当教員】

下田 祐紀夫
石澤 静雄
大手 丈夫
渡邉 直寛
樋口 博
牛田 啓太
戸井 啓夫
三上 卓
井草 勝
佐々木 悟

【授業目標・教育方針】
異なる分野の幅広い工学基礎の知識と最も得意とする工学の知識を融合することにより、専門分野を広い視野でとら
えることができ、将来、より高度な技術的課題にとりくむことのできる基礎となる能力を養う。

【授業概要】
毎年度、１つのテーマを設定し、このテーマに沿った事項を各専門分野（M,E,J,K,C）の立場から取り上げ講ずる（１
０回分程度）。各科の教員がそれぞれ２回分の講義を担当し、担当分が終了した段階で、学生にレポートを課し、評価
する。４回分は企業人講師による「ものづくり」に関る講義（企業見学含む）である。やはり終了後レポートを提出
し、評価する。尚、初回はガイダンスを行なう。以上の講義を受ける中で、学生は与えられたテーマに関った問題設
定を自ら行い、それについて資料調査し、得られた事実に基づいて自らの考えを述べた総合報告書を作成、提出する。
報告書は A4 判（40 字× 30 行）４～８枚（図表など含む）

【教科書・教材・参考書 等】
各担当教員が指定する文献、または配布資料など

【成績評価方法】
［後期］レポート：100%，その他：評価法：各科の教員が行なう 2 回分の講義に対するレポート：6 点× 5 ＝ 30 点
        企業人講師が行なう 4 回分の講義に対するレポート：20 点
　　　　総合報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　：50 点
　　　　尚、総合報告書は講義を担当した教員 5 名（各 10 点満点）が評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力
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【授業計画】（授業名：総合工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 総合工学の導入 総合工学の授業のねらいを説明し、今年度のテーマを
提示する。総合工学の授業の進め方、学び方、総合報
告書の書き方および成績評価の方法について説明す
る。

第 2 回 火災・爆発の予防と安全 火災についてはその予防、拡大阻止の考え方や方法、
消火設備による消火を中心に話し、さらにガス爆発な
どの発生機構とその予防対策について概要を説明す
る。（Ｍ：石澤）

第 3 回 ウルトラクリーン加工の工学的
基礎と安全性

半導体・食品機器等で使用されるウルトラクリーン容
器は、機械、電気、化学が複合化された電解複合研磨
法で加工される。ウルトラクリーン加工の工学的基礎
と安全性を考察する。（Ｍ：下田）

レポート
（第 2・3 回分）

第 4 回 電気の安全性 電気の応用分野の拡大に伴い、電気の安全性はたいへ
ん重要になっている。そこで、接地、雷、静電気、各
種放電、電磁波などに関する電気現象等を電気の安全
性の観点から学習する。特に、これらの現象の各方面
への影響（作用）、電気による熱の発生とその応用に
関する基本事項を中心に学ぶ。
（Ｅ：大手）

第 5 回 物性実験における安全性の確保 物の性質を測る、ということは、様々な極限状況下
（例えば数ケルビン以下の超低温、数 10 テスラ下の超
強磁場、数ギガパスカルでの超高圧）で、電気伝導度
などの輸送現象や、磁化の応答を測定することにな
る。こういうときに払わねばならない基本的注意事項
などを学ぶ。（Ｅ：渡邉）

レポート
（第 3・4 回分）

第 6・7 回 コンピュータセキュリテイと情
報保護

情報ネットワークが発達し、その一方で私たちの情報
それ自体が脅威にさらされています。「情報を守る」
ことについて、その脅威、守るためのしくみ、そして
それを扱う人間の意識と社会的背景を概観します。
（１）コンピュータセキュリテイにおける 脅威とこれ
に対処するための仕組みについて（Ｊ：牛田）
（２）情報機器取扱いにおける利用者のあり方と、個
人情報保護法など関連法規について（Ｊ：樋口）

レポート
（第 6・7 回分）

第 8・9 回 化学薬品の安全 化学薬品は中毒など健康面から見た安全確保と爆発、
火災など物質的な面から見た安全確保が必要である .
化学薬品は技術者にとって触れる機会の多い物質であ
りながら、化学を専攻していない人にはよく知られて
いないと思われる . これらの安全確保について述べる .
（Ｋ：戸井）

レポート
（第 8・9 回分）

第 10・11 回 車載電装品の信頼性（安全）保
証

【１回目】車は全世界で使われる事を想定しており
　電装品に対し厳しい環境下での動作保証が求めら　
れる。開発に於ける信頼性保証の考え方をＰＳＤ
（Power Slide Door）を実例に交え　て説明する。
【２回目】実験設備や生産工場の見学を通して、電　
装品が実際に市場に出るまでの過程を１回目の説　明
と重ねながら体感して貰う。
（企業人：佐々木）

レポート
（第 10・11 回分）

第 12・13 回 耐震・免震・制振 ( 震 ) 環境都市分野における地震に対する安全性を講義す
る．構造物の地震に対する安全性を確保するための技
術である「耐震・免震・制振 ( 震 )」を解説し，その仕
組みや最新技術について，過去の地震による被害事例
を踏まえて解説する．（Ｃ：三上）

レポート
（第 12・13 回分）

第 14・15 回 「モノづくり」と「安全」 新商品開発の各ステップの概要を説明し、特にその中
の「モノづくり」と「安全」について、実際に開発時
に使用したＦＭＥＡ（Failure　Mode　and　Effects　
Analysis）やＦＴＡ (Failure　Trees　Analysis) の資料等
を交えてより実践的な講義を行い、学生にモノづくり
の楽しさと厳しさを実感して貰いたい。
　１回目は、商品開発の実際とＦＭＥＡ、ＦＴＡの使
い方及び事例紹介等の講義中心の授業。
　２回目は、サンデン（株）赤城事業所の工場見学を
主体に研究開発～生産までの一連のステップを現場で
体験する。
( 企業人：井草）

レポート
（第 14・15 回分）
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